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 暫定版 データシート 

μPC4742MF-DAA 
単電源，高速，広帯域，デュアル・オペアンプ 
Single Supply, SR = 7 V/μs, GBW = 3.5 MHz, VIO = ±2 mV 

概 要 
μPC4742MF-DAAは，単電源汎用オペアンプμPC358の高速版で高速応答性と高安定性を実現した製品です。
内部回路にハイスピード PNPトランジスタを採用し，μPC358に比較してスルーレート，利得帯域幅積など
の諸特性を改善するとともに，耐負荷容量安定性も向上しており，またクロスオーバーひずみがありません。 

したがって，単電源 ACアンプ，アクティブ・フィルタをはじめ，ライン・ドライバ，受光素子用アンプ
など，各種の応用回路に幅広く使用できます。 

また，本製品は海外で一般的な狭ボディタイプの SOP外形寸法を採用しており，既存のμPC4742G2に比較
してパッケージ・サイズが小さくなっています。 

 

特 徴 
• スルーレート（AV = +1） 7 V/μs（TYP.）（V+ = +5 V, V− = GND） 
• 利得帯域幅積  （f = 100 kHz） 3.5 MHz（TYP.） 
• 入力オフセット電圧   ±2 mV（TYP.） 
• 入力オフセット電流   ±6 nA（TYP.） 
• 標準のデュアル・オペアンプの端子接続（ピン・コンパチブル） 
• 動作周囲温度範囲が広い  TA = －40～＋85℃ 
• 容量負荷に対して安定  （耐負荷容量 1000 pF） 
• 位相補正回路を内蔵 
• 出力短絡保護回路を内蔵 
 

オーダ情報 

【注】*1. Pbフリー (この製品は外部リードに鉛を含んでおりません。) 
 

注意 本製品は，一般的な装置に必要とされる品質水準に当る「標準水準」に位置づけられる製品のため，
「特別水準」が要求される輸送機器 (自動車，電車，船舶) などの用途にはご使用なさらないようお願
い致します。 

 

 

 

オーダ名称 パッケージ パッケージコード
（旧コード） 

パッケージ
略称 

包装形態 

μPC4742MF-DAA-E1-AT *1 8ピン・プラスチック
SOP（3.9×4.9）

PRSP0008DM-A
（－） 

MF ・12 mm幅エンボス・テーピング 
・1ピンはテープ引き出し側 
・2500個/リール 
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端子接続図 (Top View) 
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内部回路図（１回路あたり） 
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絶対最大定格 (TA = 25°C) 
項  目 略 号 定格値 単 位 

電源電圧*1 V+ − V− −0.3～+36 V 
差動入力電圧 VID ±36 V 
入力電圧*2 VI V− −0.3～V− +36 V 
出力印加電圧*3 VO V− −0.3～V+ +0.3 V 
全損失*4 PT 440 mW 
出力短絡時間*5 ts 無限大 s 
動作温度範囲 TA −40～+85 °C 
保存温度 Tstg −55～+125 °C 
【注】*1. 電源の逆接続は破壊の可能性がありますのでご注意ください。 

*2. 特性劣化や破壊がなく入力端子に印加可能な入力電圧範囲です。電源 ON/OFF 時などの過渡状態も含めて定格
を超えないようにご注意ください。なお, オペアンプとして正常動作する入力電圧は，電気的特性の同相入力
電圧範囲内です。 

*3. 特性劣化や破壊がなく出力端子に外部から印加可能な電圧範囲です。 
電源 ON/OFF時などの過渡状態も含めて定格を超えないようにご注意ください。 

*4. ガラスエポキシ基板（サイズ 100 mm×100 mm, 厚さ 1 mm, 銅箔片面のみ基板面積の 15%ベタ配線）搭載時
の TA ≤ 56℃における値です。TA > 56°Cでは−6.4 mW/°Cでディレーティングしてください。 
同条件におけるジャンクション－周囲空気間の熱抵抗は Rth(J-A) = 156°C/Wとなります。 

*5. 全損失および【注】*4のディレーティング以下でご使用ください。 
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推奨動作条件 
項  目 略 号 MIN. TYP. MAX. 単 位 

電源電圧（両電源） V± ±1.5  ±16 V 
電源電圧（V− = GND） V+ +3 +5～+30 +32 V 
出力電流 IO   ±10 mA 
負荷容量（AV = +1のとき） CL   1000*1 pF 
【注】*1. フィードバック抵抗 (Rf) = 0 Ωのときの値です。 
 

電気的特性 (V± = ±15 V, TA = 25°C) 

項  目 略 号 MIN. TYP. MAX. 単 位 測定条件 
入力オフセット電圧 VIO  ±2 ±4.5 mV  
入力オフセット電流 IIO  ±6 ±75 nA  
入力バイアス電流*1 IB  120 500 nA  
大振幅電圧利得 AV 25000 300000  

 RL ≥ 2 kΩ,  
VO = ±10 V 

回路電流*2 ICC  4.3 5.5 mA IO = 0 A 
同相信号除去比 CMR 70 86  dB  
電源変動除去比 SVR 70 93  dB  

+14 最大出力電圧 Vom ±13.7 
−14.3 

 V RL ≥ 10 kΩ 

  ±13.5   V RL ≥ 2 kΩ 
同相入力電圧範囲 VICM V−  V+ −1.8 V  
スルーレート SR  8.5  V/μs AV = +1（立ち上がり）
利得帯域幅積 GBW  3.5  MHz fO = 100 kHz 
チャネル・セパレーション   120  dB f = 20 Hz～20 kHz 
【注】∗1. 入力バイアス電流の方向は，初段が PNPトランジスタで構成されていますので，ICから流れ出す方向です。 

∗2. 内部回路に流れる電流です。使用するチャネルの有無に関わらずこの電流が流れます。 
 

電気的特性 (V+ = +5 V, V− = GND, TA = 25°C) 

項 目 略 号 MIN. TYP. MAX. 単 位 測定条件 
入力オフセット電圧 VIO  ±2 ±5 mV  
入力オフセット電流 IIO  ±6 ±75 nA  
入力バイアス電流*1 IB  140 500 nA  
大振幅電圧利得 AV 25000 300000   RL ≥ 2kΩ 
回路電流*2 ICC  3.3 4.5 mA IO = 0 A 
同相信号除去比 CMR 70 80  dB  
電源変動除去比 SVR 70 95  dB  

3.7 4  V 最大出力電圧 Vom 
0 0  V 

RL ≥ 2kΩ 
(GNDに接続) 

同相入力電圧範囲 VICM 0  V+ −1.8 V  
出力吐出し電流 IO SOURCE 10 30  mA VIN(+) = +1 V,  

VIN(−) = 0 V 
出力吸込み電流 IO SINK 10 30  mA VIN(+) = 0 V,  

VIN(−) = +1 V 
スルーレート SR  7  V/μs AV = +1（立ち上がり）
【注】∗1. 入力バイアス電流の方向は，初段が PNPトランジスタで構成されていますので，ICから流れ出す方向です。 

∗2. 内部回路に流れる電流です。使用するチャネルの有無に関わらずこの電流が流れます。 
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特性曲線 (TA = 25°C (TYP.), 参考値)  
       PT－TA  特性 ICC − V+ 特性 
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動作周囲温度 TA（°C） 
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使用上の注意事項 

○未使用回路の処理 

使用しない回路がある場合は次のように接続することをお勧めします。 

未使用回路処理例 

V+

V-

V+

V-

R

R 同相入力電圧範囲
（VICM）内の電位へ

-

 

+

 

備考 この例では，V+と V−の中間電位を印加しています。 

 

○使用電源 (両電源／単電源) について 

オペアンプは V＋ － V－間に所定の電圧が印加されていれば動作します。したがって単電源（V－ = GND）
でも動作しますが GND近辺の入力，出力の動作ができませんので，同相入力電圧範囲，最大出力電圧に注意
してご使用ください。 

○入力端子電圧，出力端子電圧の定格について 

入力端子，出力端子の電圧が絶対最大定格を超えた場合には，IC内部の寄生ダイオードが導通し，特性劣
化や破壊にいたる場合があります。なお，入力端子が V−より低くなる，もしくは出力端子が電源電圧を超え
る可能性がある場合には，順方向電圧の小さいダイオード（ショットキー・ダイオードなど）でクランプ回
路を設け，保護することを推奨いたします。 

○同相入力電圧範囲について 

電源電圧が電気的特性の条件と異なる場合の同相入力電圧範囲は次の範囲となります。 

VICM（TYP.）：V−～ V+
 − 1.8 V（TA = 25°C） 

なお，設計にあたっては特性バラツキ，温度特性などを考慮し，余裕をもって使用してください。 

○最大出力電圧について 

電源電圧が電気的特性の条件と異なる場合の最大出力電圧の TYP.値は次の範囲となります。 

Vom
+（TYP.）：V+

 － 1（TA = 25℃），Vom
−（TYP.）：V−

 ＋ 0.7（V）（TA = 25°C） 

なお，設計にあたっては特性バラツキ，温度特性などを考慮し余裕をもってご使用ください。 

また，出力電流が大きくなると，出力電圧範囲（Vom
+

 － Vom
−）は狭くなるので，あわせてご注意ください。 

○出力の動作について 

本 IC は，出力電圧が V－+0.7 V 以下では出力電流吸い込み動作をしなくなります。この場合，出力端子・
V−間に負荷抵抗を接続し，負荷抵抗側で電流を吸い込むことで V－側へ出力電圧を改善できます（負荷抵抗に
流れる電流によって，効果は異なります）。 

○ICの取り扱いについて 

基板のソリや曲がりなどにより ICに応力が加わると，圧電 (ピエゾ) 効果により特性が変動します。基板
のソリや曲がりに注意してください。 



μPC4742MF-DAA  

R03DS0060JJ0100  Rev.1.00  Page 8 of 8 
2012.07.25  

外形寸法図 

8ピン・プラスチック SOP (3.9 × 4.9) 

 

 

 
 

 

 



 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 
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改訂記録 μPC4742MF-DAA データシート 

 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2012.07.25 − 初版発行 
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